
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で

看
護
学
の
知
を
高
め
る
研
究

　

高
知
県
立
大
学
に
は
、高
知
女
子

大
学
看
護
学
部
の
歴
史
と
伝
統
を
礎

に
、看
護
学
の
知
を
創
造
し
、社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
看

護
専
門
職
者
を
育
成
し
て
き
た
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
す
。そ
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
世
界
に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、

看
護
学
研
究
科
の
神
原
咲
子
教
授
が

ネ
パ
ー
ル
看
護
協
会
と
取
り
組
ん
で

い
る「EpiN

urse N
epal

」は
、国
連

防
災G

lobal Platform
でR

isk 
Aw
ard 2017

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
「EpiN

urse

」と
は
、神
原
教
授
が

開
発
中
の
健
康
危
機
管
理
の
た
め
の

看
護
モ
デ
ル
で
す
。具
体
的
に
は
、自

然
災
害
な
ど
の
健
康
の
緊
急
事
態
を

見
据
え
、災
害
時
に
健
康
危
機（
水
・

食
糧
・
生
活
環
境
な
ど
）に
陥
り
や
す

い
地
域
に
つ
い
て
、看
護
の
視
点
か
ら

平
時
の
地
域
シ
ス
テ
ム
や
地
域
住
民

の
マ
ン
パ
ワ
ー
、リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
の

応
用
を
包
括
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

中
核
を
な
す
避
難
情
報
ア
プ
リ

“Sherepo”

は
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
日
本
で
開
発
さ
れ
、実
証
実
験

を
行
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。そ
れ

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の“eBayanihan”

（“bayanihan”

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
で

共
同
し
て
特
定
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
努
力
の
精
神
、助
け
合
い
を

意
味
し
ま
す
）と
い
う
災
害
時
に
必

要
な
支
援
に
関
す
る
情
報
収
集
シ
ス

テ
ム
を
統
合
し
、台
風
ハ
イ
エ
ン
の
被

災
地
で
あ
る
タ
ク
ロ
バ
ン
に
お
い
て
実

証
訓
練
す
る
な
ど
、グ
ロ
ー
バル
展
開

の
た
め
の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
の
蓄
積
か
ら
、

2
0
1
5
年
に
ネ
パ
ー
ル
の
ゴ
ル
ガ
地

震
で
影
響
を
受
け
た
全
12
郡
で
避
難

移
住
し
た
人
々
の
衛
生
や
生
活
情
報

デ
ー
タ
共
有
の
た
め
に
、看
護
師
の
育

成
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
約
1
年
間
行

い
ま
し
た
。そ
こ
で
災
害
看
護
へ
の
関

心
の
高
ま
り
や「EpiN

urse

」の
さ
ら

な
る
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

研
究
開
発
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

受
賞
理
由
は
、期
待
さ
れ
る
費
用

対
効
果
が
高
く
、革
新
的
な
防
災
と

い
う
よ
り
も
人
間
の
安
全
保
障
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
し

に
く
い
と
こ
ろ
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

や
地
域
の
女
性
力
の
可
視
化
、数
カ

国
の
教
訓
か
ら
な
る
普
遍
的
な
理
論

と
文
化
的
配
慮
に
よ
る
地
域
持
続
性

が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
で
、グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
で
き
る
方
法
論
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
い
か
に
持
続

可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日本初の看護教育機関としての誇りと
課題先進県とともに取り組む「域学共生」

高
知
県
立
大
学
と
S
D
G
ｓ

　

高
知
県
立
大
学
は
、1
9
4
5
年

に
創
設
さ
れ
た
高
知
県
立
女
子
医
学

専
門
学
校
を
源
流
と
し
、高
知
女
子

大
学
を
経
て
、75
年
の
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。こ
の
学
び
舎
に
集
う
学

生
た
ち
は
学
び
に
憧
れ
、教
員
た
ち

は
高
い
志
を
持
っ
て
教
育
研
究
に
取

り
組
み
、職
員
た
ち
は
そ
ん
な
学
生

や
教
員
た
ち
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
学
生
中
心
の
教
育
」「
一

人
ひ
と
り
の
学
生
が
自
己
実
現
す
る

た
め
の
教
育
」「
地
域
志
向
の
教
育
」

と
い
う
伝
統
を
育
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、課
題
先
進
県
の
高
知
県

に
あ
っ
て
、創
基
当
初
か
ら
地
域
課
題

の
解
決
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。第
二

次
世
界
大
戦
の
戦
禍
、昭
和
南
海
地

震
や
毎
年
の
よ
う
に
襲
っ
て
く
る
台

風
の
被
害
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
、子
ど
も
た
ち
の
貧
困
、中
山
間

地
域
の
深
刻
な
過
疎
化
、高
齢
者
の

孤
立
、そ
し
て
人
口
減
少
…
。近
年

は
、災
害
看
護
や
地
球
規
模
の
環
境

問
題
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
育
問
題
と

い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
研
究

や
、課
題
解
決
に
向
け
て
現
地
で
活

動
す
る
教
員
や
大
学
院
生
も
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
教
職
員
が
、県
立
大
学

と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、時
代
や

地
域
と
大
学
の
新
た
な
関
係

―
―
域
学
共
生
と
い
う
考
え
方

　

全
国
と
比
較
し
て
、高
齢
化
で
10

年
、人
口
減
少
で
15
年
先
行
し
て
い
る

高
知
県
。少
子
高
齢
社
会
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
な
ど
山
積
す
る
課
題

を
乗
り
越
え
て
、未
来
の
社
会
を
ど

う
形
成
す
る
か
に
、学
生
と
教
職
員

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の

中
で
生
ま
れ
た
新
し
い
理
念
が「
域
学

共
生
」で
す
。地
域
と
大
学
が
互
い
に

手
を
携
え
、教
え
合
い
、学
び
合
い
、

育
ち
合
い
な
が
ら
、地
域
の
再
生
と

活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、・共
に

生
き
、・生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
で

す
。高
知
県
立
大
学
は
こ
の
理
念
の

も
と
に
、学
部
生
全
員
が
地
域
に

入
っ
て
社
会
の
人
々
と
と
も
に
学
び

合
う
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
域
学
共
生
」に
参
画
す
る
こ
と

は
、こ
の
国
を
変
え
る
挑
戦
に
参
画

す
る
こ
と
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

た
め
に
は
、本
当
に
困
っ
て
い
る
人
は

ど
こ
に
い
る
の
か
、そ
の
た
め
に
動
く

に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。地
域
の
課
題
解
決

や
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行
う
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
に
関
心
を
持
ち
、積
極

的
に
参
画
す
る
意
欲
と
能
力
を
有

す
る
人
材
を
育
成
し
、持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
に
挑
戦
す
る
学
生
主
体

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
立
志
社
中
」

　

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
と
し
て
実
施

し
て
い
る
の
が「
立
志
社
中
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。日
本
で
、そ
し
て
世

界
で
通
用
す
る
人
材
を
育
て
た
い
と

い
う
想
い
を
込
め
て
、坂
本
龍
馬
の

「
亀
山
社
中
」（
の
ち
の
海
援
隊
）と

板
垣
退
助
ら
の「
立
志
社
」を
合
わ

せ
、「
将
来
の
目
的
を
定
め
て
、こ
れ

を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
学
生
グ

ル
ー
プ
」と
い
う
意
味
で
本
事
業
を

「
立
志
社
中
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
「
立
志
社
中
」は
、地
域
と
関
わ
る

演
習
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、研
究

室
・
学
生
活
動
な
ど
の
実
績
を
土
台

に
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
学
生
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公

募
・
審
査
し
、支
援
す
る
も
の
で
す
。

募
集
対
象
は
、「
域
学
共
生
」を
目
的

と
し
て
学
生
グ
ル
ー
プ
が
主
体
的
に

企
画
・
実
施
し
、か
つ
成
果
が
見
込
ま

れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。学
生
た
ち
は
ま

ち
づ
く
り
、中
山
間
地
域
の
活
性
化
、

地
域
文
化
の
継
承
・
再
生
、産
学
連

携
、地
域
医
療
・
福
祉
、小
・
中
・
高
大

連
携
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、地
域
文

化
の
振
興
・
再
生
や
地
域
の
課
題
解

決
の
た
め
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。大
学
か
ら
は
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
30
万
円
を
上
限
と
す
る
活
動
資

金
の
助
成
、活
動
の
相
談
・
指
導
、広

報
な
ど
の
活
動
支
援
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
講
座
の
実
施
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
参
加
学

生
は
６
チ
ー
ム
1
0
2
名
で
し
た

が
、2
0
1
9
年
に
は
8
チ
ー
ム

2
9
0
名
へ
と
広
が
り
、活
動
は

年
々
充
実
し
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
部
で
管
理
栄
養
士
を

目
指
す
学
生
た
ち
が
参
加
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
そ
れ
い
け
！
大
野
見
エ
コ

米
〜N

o Rice, N
o Life

〜
」は
、

日
本
人
の
主
食
で
あ
る「
お
米
」の
美

味
し
さ
を
伝
え
た
い
！
と
い
う
思
い

で
、中
土
佐
町
大
野
見
地
区
で
環
境

に
配
慮
し
て
育
て
ら
れ
て
い
る
大
野

見
エ
コ
米
の
栽
培
の
お
手
伝
い
や

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

看
護
学
部
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て

い
る「
健
援
隊
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

日
曜
市
で
の
A
E
D
・
胸
骨
圧
迫
講

習
や
中
山
間
地
域
で
セ
ル
フ
ケ
ア
を

推
進
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。学

生
た
ち
は
地
域
で
自
身
の
専
門
性
を

活
か
し
、地
域
で
専
門
性
を
磨
い
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
、新
た
な
展
開
と
し
て
、

「
立
志
社
中
」の
中
か
ら
、自
ら
活
動

資
金
を
調
達
し
た
り
外
部
資
金
を

獲
得
し
て
、大
学
か
ら
の
助
成
金
を

必
要
と
し
な
く
な
っ
た
団
体
が
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。活
動
を
持
続
さ
せ

る
に
は
そ
う
し
た
自
立
が
必
要
で
あ

り
、学
生
た
ち
が
将
来
社
会
に
出
て

活
動
す
る
と
き
の
練
習
と
し
て
も
、

地
域
と
の
共
生
と
し
て
も
望
ま
し
い

形
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。学
生
た
ち
が

見
せ
て
く
れ
る「
域
学
共
生
」の
あ
り

方
は
、今
後
も
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。

高知県立大学未来を創る大学の実践
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地
域
を
超
え
て
、こ
れ
ら
の
課
題
に

立
ち
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
は

教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、学
生
も
同

志
と
な
っ
て
、地
域
課
題
の
解
決
に

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。学

生
た
ち
は
、自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

場
所
で
な
く
て
も
、自
分
の
ふ
る
さ

と
と
同
じ
よ
う
に
地
域
を
想
い
、奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
立
大
学
が
大
切
に
し
て
い

る
の
は
学
生
の「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

力
」を
養
う
教
育
で
す
。「
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
」と
は「
つ
な
が
り
」「
関
与
」と

訳
さ
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
で
、

現
象
に
関
与
す
る
力
の
こ
と
。関
与

す
る
た
め
に
は
的
確
な
状
況
分
析
能

力
や
そ
の
た
め
の
方
法
論
が
身
に
付

い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、関
与
す
る

に
あ
た
っ
て
は
交
渉
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
で
す
。高
知
県

立
大
学
に
は
少
人
数
教
育
や
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
学
生
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
す
る
力
を
付
け

て
い
く
教
育
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。各
学
部
が

行
っ
て
い
る「
学
生
の
主

体
性
を
大
事
に
す
る
教

育
」を
一
層
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
、課
題
解
決
へ
の

貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
営
み
の
中
で
、平
和

を
愛
し
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
と
い
う
理
念
の
も
と
に「
女
子
大

D
N
A
」と
呼
ば
れ
る
レ
ガ
シ
ー
を

培
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
た
め
の
、次
世
代
に
大
切

な
こ
と
を
つ
な
ぐ
た
め
の
考
え
方
や

知
識
、技
術
で
す
。今
、S
D
G
ｓ
の

17
の
ゴ
ー
ル
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
見
る
と
き
、私
た
ち
の
先
達
が

培
っ
て
き
た
レ
ガ
シ
ー
が
、S
D
G
ｓ

の
取
り
組
み
と
多
く
の
点
で
共
通
し

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、私
た
ち
は
S
D
G
ｓ

の
達
成
の
た
め
に
、地
域
と
連
携
し
、

世
界
の
人
々
と
と
も
に
歩
む
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。高
知
県

立
大
学
は
、教
育
、研
究
、社
会
連
携

を
通
じ
て
、S
D
G
ｓ
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

誰一人取り残さない防災
SDGsの掲げる「誰一人取り残さない」をテーマに取り組む
高知県立大学と高知市の協働について、看護学研究科 神原教授と
高知市防災対策部災害支援担当理事 西村氏に対談を行っていただきました。

　本市は、高知県立大学と平成27年
に包括的な連携に関する協定を締
結し、緊密な協力関係のもと、さま
ざまな分野で連携事業を行ってい
ます。また、国内・国際貢献はもとよ
り、本市の持続可能な発展を図るためには、SDGsの推進は重要
であると考えており、本市最上位計画である総合計画において、
SDGsの考え方を取り入れることとし、高知県立大学も重要なパー
トナーとして、ご協力いただいています。同大学においては、災害
看護の視点による研究や活動を積極的に展開され、女性の視点を
取り入れた防災対策や防災意識向上に先進的に取り組んでいた
だいています。本市の南海トラフ地震対策では、同大学とも連携
し、避難所運営体制や物資配送計画など生活に近い分野に女性
職員の企画を反映させております。情報化社会において、すべての
人とモノがつながり、災害時だけでなく日常生活でも知識や情報
が共有されるよう、ビッグデータの活用をはじめ、同大学の長い歴
史の中で培ってきた人の「つながり」といった強みを活かしなが
ら、さらなる連携を図っていきたいと考えています。

Message

高知市長　岡﨑 誠也氏 各教員が取り組む質の高い研究

　高知県立大学では優れた研究が数多く実践されてお
り、国の科学研究費助成事業の採択率も高く、研究の質
の高さは学内外で認められています。また、学内において
も学術研究の充実および高知県の課題解決を目指した
「戦略的研究推進プロジェクト」が2018年度より開始して
います。例えば離島を除いて日本で最も人口が少ない自
治体である土佐郡大川村での教育研究活動。文化学部の
飯高伸五准教授は、学部横断型でチームを組み、人口動
態とむらづくりに関する基礎資料の収集や村史編纂に関
わるとともに、過疎地域のアイデンティティ確保のための
ワークショップを開催しました。また、健康栄養学部の稲
井玲子教授は、村で生産された食材を利用した食事提供
や地域密着型の栄養指導を行うことにより、高齢者が自
分の生活を維持するための健康づくりを支援しています。
　このようにさまざまな分野で「域学共生」の理念に基づ
く研究が進んでいます。

T O P I C

大学と行政の連携が生み出す
高知市の防災対策

神原：フィリピンやネパールでの自然災
害、東日本大震災の経験から研究を進め
る中で、災害弱者と言われる方は手に入
る情報量が圧倒的に少ないことがわかり
ました。誰一人取り残さない防災を実現す
るには有効的な情報共有、情報発信によ
る自助・共助の仕組みづくりが必要であ
り、ICT利活用の重要性が増していると感
じています。

西村：神原教授のご紹介により導入に
至った「高知市津波SOSアプリ」は、災害
時の通信機能が断絶した場合でもスマー
トフォンの機能を使って救助要請を発信
でき、南海トラフ地震で想定される長期浸
水地域の方々の迅速かつ効率的な救助・
救出につながるものとして期待していま
す。また、高知市がFacebookを利用して、
防災情報を毎日発信していることもICT活
用の一例です。このような取り組みを通じ
て市民の皆さんにはご自身の防災意識を
高めていただきたいです。
神原：アンケート調査では読み取れない

市民の真のニーズや生の声が、災害時に
SNSに寄せられた情報を分析することで
見えてくることもあるため、日頃から市民
の声と行政がICTでつながっている環境
を作ることは災害時においても有効です。
リアルタイムの情報を今後起こりうる災害
ではなく、今起こっている災害に活用す
る。高知市との取り組みの中で基盤がで
きつつあるので、その仕組みを今後さら
に強化したいと考えています。また市民の
声を反映した防災対策を考えるうえで重
視したいのが“女性の生活者視点”です。
災害が起こった時何よりも大切にすべき
なのは、普段の生活を持続的に行うこと。
そのための備えとして日常生活の延長線
上でできることはたくさんあります。
西村：業務を行う中で“防災を担うのは男
性”という固定概念をお持ちの方が多い
と感じることがあります。こうち男女共同
参画センターの“女性防災プロジェクト”
は、そのような市民の方々の防災意識を
変えるという役割も担っている取り組みで
す。高知市の防災士の中の女性比率は
26％と全国的にも高く、女性の防災意識
が向上していますので、さらにサポートを
続けていきたいと考えています。

未曽有の災害を前に加速する
“横のつながり”“世界の連携”の強化

神原：今後の課題は、災害時におけるオー
プンデータの利活用だと思います。例えば
行政が福祉用に作成した社会資源を書き
込んだ平時の地図に、災害が起こった際
にその地図に病院の運営状況や仮設トイ

レの位置など、地域住民からのリアルタイ
ムの情報を反映して災害直後の地図を作
り変える。行政が既に有しているデータと
市民の情報を連携させ、総力戦で災害時
に挑む体制を作り上げたいですね。
西村：これからの災害への備えは、行政と
市民の連携はもちろん、行政の防災や福
祉、保健、医療というそれぞれの部局が縦
割りの組織で防災の取り組みを進めるだ
けではなく、平時の業務に防災の視点を
取り入れ、各部局が横のつながりをさらに
強化しなければならないと思っています。
そのためには、学術的な評価や先を見据
えた助言や支援が必要であり、今後も「災
害に強いあんしんのまちづくり」の実現に
向けて大学と連携を続けていきたいです。
神原：高知市で行っている先進的な取り
組みは他の地域、そして国の課題解決の
ヒントになると思います。また今回のコロ
ナ禍を受け、世界とのつながりをより強く
感じました。ポストコロナ社会において人
と人、地域と地域にとどまらず、国と国と
の連携が防災の分野にも求められるので
はないでしょうか。そして世界の連携の必
要性の高まりは、SDGsの取り組みを加速
させると確信しています。

神原 咲子
高知県立大学看護学研究科教授
（専門：災害看護学・国際看護学・公衆衛生）

西村 浩代
高知市防災対策部災害支援担当理事
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